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結   果 
 心拍数、平均動脈圧、肺動脈楔入圧に両群間で有意差は認められなかった。 
 エンドトキシン投与240分後において、A群と比較しB群では有意に心係数(83 ± 15 
vs 135 ± 23 ml/kg/min, P < 0.001)および上腸間膜血流係数(2.6 ± 1.4 vs 7.9 ± 
4.8 ml/kg/min, P = 0.01)が維持された。同時点において動脈血-腸粘膜 CO2分圧較差
は、B 群で有意に低値を示した(33.0 ± 14.5 vs 11.6 ± 10.0 mmHg, P = 0.004)。
また PaO2/FiO2比は、240 分後に B群で有意に高値を示した(114 ± 95 vs 385 ± 153 
mmHg, P < 0.001)。 
 
考   察 
 輸液負荷を十分行なったブタエンドトキシン血症モデルにおいて、低用量カルペリ
チドの前投与は体循環および腸管循環を維持し、肺保護作用を有することが明らかに
なった。本研究の結果から、生存率の上昇には、腸管血流も含めた循環維持作用およ
び肺保護作用が関与している可能性が示唆された。いまだ致死率の高い重症敗血症お
よび敗血症性ショックの治療において、カルペリチドは病態改善の可能性を持つ薬剤
であると考えられる。 
 
